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　星野公平ニュース

Ｎｏ．１７６　　２０１３年　　１　月　１０　日

発行　　星野公平　　(日本共産党桑名市議団) 
自宅　　桑名市立花町１－１４－７　電話　２２－２９７５
発行所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室

｢アメリカいいなり｣｢財界中心｣の歪みを正す年に
昨年の１２月には市長選・市議補選、それに衆議院選挙がありました。桑名市も国も良い意味でも悪い意味でも大きく変わろうとしています。
桑名市の新しい市長に対しては、昨年末から始まった市議会は、いよいよ今週１０日（木）から新市長に対する質問が始まります。新市長の市政の運営等について質問していきたいと質問を練っている最中です。　　（質問の概略は別項）
国の方は、自民・公明連立の安倍政権が復活しました。新しい年は復活した安倍政権との本格的な対決の年になっていきます。そして、今年は、夏に参議院の選挙があります。今年こそ「アメリカいいなり」「財界中心」の日本の政治の歪みを正すために、確実に前進・躍進する年にしたいと決意しています。
安倍首相が「強い経済」を再生するとして持ち出してきたのは、日本銀行に金融を緩和させ、国債を買い取らせて、不要不急の公共事業にばらまくという異常な経済政策です。大企業と大銀行の利益は温存し、肥え太らせながら、経済と財政、国民の暮らしは破壊するものです。「金融緩和」で物価だけ上がっても、収入が増えなければ生活は悪化し、年金は目減りします。「財界中心」の政治を改め、国民の雇用と賃金など所得を増やして、日本経済を根本から立て直すことが求められます。（大企業の多額の内部留保を少し出せば賃上げは可能です。）
自民党内でも名うてのタカ派の安倍首相が、内閣人事で“お友だち”を総動員し、集団的自衛権の行使や自衛隊の「国防軍」化など、日米同盟強化と解釈・明文両面からの改憲を策動しているのは、日本の平和を脅かすとともに国際的にも孤立を招くものです。アジアの周辺国はもちろん、欧米からも懸念の声が上がっています。
その他にも阿部政権は、国の責任を放棄する社会保障の切り捨て（別記）を狙っています。教育の反動化も問題です。原発問題についても異常です。
皆様方の大きなご支援で今年も頑張ってまいります。よろしくお願い致します。
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/　　　　　

ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野）　　　　　　　　　　

１２月議会始まる
１２月２日に市長選挙が行われ市長が替わりました。水谷元前市長の任期が１２月１８日までだったので、１２月議会の召集が遅れていました。（議会の召集は市長が行います。）
１２月議会は、昨年開会し、
１２月２６日（水）午前１０時、開会、市長から所信表明と提出議案の説明、
その後、議長・副議長の選挙
２７日（木）午前１０時、常任委員の選任や各種選挙が行われました。
（星野議員は教育経済委員・広域連合議員、石田議員は福祉安全委員・広域清掃組合議員に）
１２月議会の質問は、星野議員、石田議員共に新市長に対して政治姿勢・市政運営方針について一般質問を予定しています。（星野議員の質問は別記）
本会議は１月１０日（木）に再開され、下記のスケジュールで行われます。
１月１０日（木）午前１０時から１１日（金）、１５日（火）、１６日（水）まで、
午前１０時、本会議、議案質疑、一般質問
１月１７日（木）、１８日（金）午前１０時、常任委員会（付託された議案の審査）
１月２４日（木）（最終日）午後１時、本会議再開、委員長報告、採決、
追加議案が上程され質疑・採決が行われます。
今議会に提出されている議案は１７議案で、内訳は、
・補正予算６議案、
1 一般会計補正（第４号）　専決、選挙関係　３５百万円
2 一般会計補正（第５号）　総額６５２百万円、子ども手当増２０１百万円、障害者自立支援
費増１６０百万円、私立保育園措置費増４６百万円、生活保護費増３６百万円、国県返還金６１百万円
3 国保会計補正（第１号）　総額９７百万円　
4 介護会計補正（第２号）　総額１０百万円
5 上水道会計補正（第２号）　総額１５１百万円　配水管布設替工事増　
6 下水道会計補正（第１号）　総額４２百万円
・条例の制定２議案、①地域密着型サービス条例　②地域密着型介護予防サービス条例（国が進めている地域主権改革により、介護保険法等が改正され、介護保険法等で定められていた基準等が市の条例で定めることになったために制定するもの。）
・条例の一部改正３議案、　①証人等の実費弁証に関する条例　②環境基本条例　③暴力団排除条例
· 指定管理者の指定２議案、①共同浴場（深谷自治会長会、南松ヶ島自治会に）
②はまぐりプラザ（赤須賀まちづくり推進協会に）
・規約の一部変更１議案、桑名・員弁広域連合の規約の変更（広域的な環境保全に関する事務を連合で行うため）
・土地の処分１議案、多度御衣野地区を大阪の東伸熱工に売却
・市道の認定・変更１議案、認定７ヶ所（陽だまりの丘、森忠）変更１ヶ所（上深谷）
・町の区域の設定１議案、（新西方７丁目）　　　　　　　　　　　となっています。
報告は５件で以下の内容です。
1 土地開発公社、駅西土地区画整理事業の土地購入
2 議決事件に該当しない契約、自動交付機（４０百万円）
3 議決事件に該当しない契約、小学校校務用ネットワークシステム導入（６２百万円）
4 議決事件に該当しない契約、額田・町屋水源地機械・電気計装設備（４７５百万円）　
5 議決事件に該当しない契約、大山田東小普通教室賃貸借（４９百万円）
【星野公平の一般質問の内容】１８日（金）午前中の予定
１、伊藤徳宇新市長の市政運営方針について、
（１）水谷前市長からの交代について、
①　前市長と具体的な引継は行なわれたのか。
②　「緊急に対処すべき課題が山積」といわれるが、市長の思いを具体的に示して、問題点を市民等と共有すべきではないか。
③　汚職・不正（不祥事）の究明は終わったと理解しているのか。
（２）情報公開について、
①　「行政が持っている情報を出来る限りオープンに」といわれるが、どんな情報なのか。
②　情報公開で開示されない情報が多いが今後はどうなるのか。
③　部長会の公開、市民への市長の直接的な呼びかけ、市民の直接的な市長への意見具申はできるのか。
（３）住民負担の拡大について、
①　「納税者の視点で次世代に責任ある財政」とはどういうことなのか。

②　上下水道料金の値上げは行うのか。
③　有料駐輪場や公共施設利用の無料化を検討しないか。
（４）桑名の自然を守るために、
　　①　桑名に「都市計画」があると思われるか。
2 緑を破壊する土地開発や住環境を破壊する高層マンション等の建設は規制すべきではないか。
3 桑名の地下を走るリニア新幹線は最大の環境破壊だが推進するのか。
4 長良川河口堰の開門調査の実施を。
安倍内閣　国の責任を放棄して、社会保障の切り捨て　　　　　　　　　　　　「自助」を振りかざす安倍政権は、１月中に編成する２０１３年度予算案で生活保護費引き下げを狙っています。三重県から出ている田村厚生労働大臣は就任後の会見で引き下げを明言しました。生活保護費の引き下げは、国が国民に保障する最低生活ライン（ナショナル・ミニマム）の切り下げです。最低賃金や課税最低限、国民健康保険税の減免、保育料などにも影響してきます。賃金低迷は「デフレ」からの脱却も困難にします。社会保障切り捨ては、社会保障を「自助の補完」とする自民党の「基本理念」に基づきます。自分と家族による「自助」が基本で、それを国民同士の「共助」で補い、それではどうしても対応できない困窮状況の人にだけ「公助」で対応するという考えで、社会保障に対する国の責任を放棄するものです。これでは何のために国があり、国民は税金を納めているのかわかりません。自民党の考えでは、“お恵み”として救貧策がとられた時代へ逆戻りします。貧困は個人の責任によらない社会的要因で生じます。だからこそ、憲法２５条が国民全てに生存権を保障し、国の責任で社会保障が進んできたのです。社会保障の変質を許してはなりません。（防災関係でもこの３助＝自助・共助・公助が強調されています）
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危険個所をチェックしよう（上の写真は２日に転落事故があった赤尾の用水）
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